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                                                  1 

Ⅰ 

姫
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業 

 

長
野
県
□
新
潟
県
に
ま
た
が
る
姫
川
上

流
域
は
□
糸
魚
川‐
静
岡
構
造
線
の
影
響

を
受
け
た
地
質
条
件
に
加
え
□
豪
雪
や
温

泉
変
質
作
用
を
受
け
た
こ
と
な
ど
か
ら
□

地
す
べ
り
を
は
じ
め
と
す
る
山
地
災
害

が
多
発
す
る
地
域
で
す
□ 

昭
和
四
十
二
年
□
糸
魚
川
市
の
赤
禿
山

で
発
生
し
た
地
す
べ
り
性
の
大
崩
壊
を

は
じ
め
と
し
た
山
地
荒
廃
が
多
数
発
生

し
□
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
□ 

 

こ
の
災
害
は
復
旧
に
高
度
な
技
術
を

要
す
る
と
と
も
に
□
長
野
県
□
新
潟
県
に

ま
た
が
る
広
範
囲
で
緊
急
的
な
対
策
が

必
要
で
あ
□
た
こ
と
か
ら
□
両
県
の
要
請 

に
基
づ
き
□
昭
和
四
十
八
年
に
国
□
林
野

庁
□
が
民
有
林
を
対
象
と
し
て
直
接
事
業

を
実
施
す
る
□
姫
川
地
区
民
有
林
直
轄
治

山
事
業
□
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
□ 

事
業
開
始
当
初
は
直
轄
治
山
事
業
□
直

轄
地
す
べ
り
防
止
事
業
一
箇
所
ず
つ
を

対
象
と
し
て
い
ま
し
た
が
□
そ
の
後
□
災

害
に
伴
う
事
業
区
域
の
拡
大
や
□
新
た
な

区
域
の
追
加
な
ど
を
経
て
□
令
和
八
年
度

現
在
□
直

轄
治
山
事

業
五
区
域
□

直
轄
地
す

べ
り
防
止

事
業
六
区

域
に
お
い

て
事
業
を

実
施
し
て

い
ま
す
□ 

 

半
世
紀
を
超
え
る
国
土
保
全
の
取
組 

～
姫
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
～ 

 

姫川地区民有林直轄事業区域の面積は約6,300ha 

あ
か
は
げ
や
ま 

赤禿山の崩壊（S.42撮影） 

写真の中央、ひらがな「く」のように見える部分が、

地すべりにより山体が崩壊して流出した土砂 

 

姫川地区民有林直轄事業区域の位置 

い
と
い
が
わ 
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Ⅱ 

平
成
七
年 

七
・
一
一
水
害
の
発
生 

平
成
七
年
七
月
十
一
日
か
ら
十
二
日

に
か
け
て
□
新
潟
県
上
越
地
方
及
び
長
野

県
北
信
地
方
を
中
心
に
梅
雨
前
線
の
活

発
化
に
よ
る
集
中
豪
雨
が
発
生
し
ま
し

た
□
姫
川
の
氾
濫
を
は
じ
め
□
流
域
各
地

で
土
石
流
や
山
腹
崩
壊
□
地
す
べ
り
が
発

生
し
□
国
道
一
四
八
号
線
の
橋
梁
の
流
出

や
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
の
寸
断
な
ど
□
地
域
に
甚

大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
□ 

こ
の
豪
雨
に
よ
り
□
長
野
県
小
谷
村
と

新
潟
県
糸
魚
川
市
の
境
界
に
位
置
す
る

蒲
原
沢
で
も
被
害
が
発
生
し
た
こ
と
か

ら
□
同
流
域
が
直
轄
治
山
事
業
地
に
追
加

さ
れ
□
国
に
よ
る
復
旧
治
山
事
業
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
□ 

    

Ⅲ 

蒲
原
沢
土
石
流
の
発
生 

平
成
七
年
七
・
一
一
水
害
の
翌
年
と

な
る
平
成
八
年
十
二
月
六
日
□
復
旧
工

事
が
進
め
ら
れ
て
い
た
蒲
原
沢
で
土
石

流
が
発
生
し
ま
し
た
□
こ
の
土
石
流
は
□

蒲
原
沢
の
上
流
標
高
一
□
三
〇
〇
□
付
近

で
発
生
し
た
山
腹
崩
壊
に
起
因
す
る
も

の
で
□
発
生
数
日
前
の
積
雪
や
前
日
の
降

雨
に
よ
る
融
雪
水
の
浸
透
に
よ
り
□
崩
壊

土
砂
が
土
石
流
化
し
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
□ 

こ
の
災
害
で
は
□
工
事
に
従
事
し
て
い

た
方
々
が
巻
き
込
ま
れ
□
十
四
名
の
尊
い

生
命
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
□ 

姫川の氾濫により寸断された国道148号とJR大糸線 

地すべりの発生による道路の損壊状況（糸魚川市山之坊地区） が
ま
は
ら
ざ
わ 

 

土石流発生の要因となった蒲原沢 

源頭部の山腹崩壊の状況 

 

 

 

2 

写
真
右
側
の
国
道
一
四
八
号
□
水
色
破
線
□
が 

寸
断
さ
れ
□
並
行
す
る
Ｊ
Ｒ
大
糸
線
□
赤
色
破
線
□

も
線
路
が
流
さ
れ
た
□ 

写
真
の
中
央
奥
は
寸
断
さ
れ
た
道
路
橋
□ 
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Ⅳ 

土
石
流
に
対
す
る
安
全
管
理
体
制 

災
害
発
生
後
□
工
事
現
場
に
お
け
る
土

石
流
災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て
様
々
な

検
討
が
行
わ
れ
□
警
戒
・
避
難
体
制
や
安

全
管
理
手
法
の
見
直
し
が
進
め
ら
れ
ま

し
た
□
危
険
渓
流
へ
の
ワ
イ
ヤ
□
セ
ン
サ

□
の
設
置
や
監
視
員
の
配
置
□
降
雨
や
積

雪
状
況
に
応
じ
た
退
避
基
準
の
明
確
化
□

避
難
訓
練
の
充
実
な
ど
□
安
全
管
理
の
強

化
が
図
ら
れ
□
近
年
で
は
□
無
人
化
機
械

や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
に
よ
り
□
安
全
性

と
施
工
効
率
の
向
上
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
□ 

 

Ⅴ 

土
石
流
災
害
か
ら
三
十
年
・ 

蒲
原
沢
区
域
事
業
の
完
了 

 

令
和
八
年
度
に
は
蒲
原
沢
区
域
の
民

有
林
直
轄
治
山
事
業
が
完
了
を
迎
え
ま

す
□
長
年
に
渡
る
復
旧
・
整
備
に
よ
り
渓

流
の
安
定
化
が
進
む
と
と
も
に
□
源
頭
部

の
崩
壊
地
も
含
め
た
流
域
全
体
の
緑
化

が
進
展
し
ま
し
た
□
整
備
さ
れ
た
治
山
施

設
は
□
今
後
□
長
野
県
と
新
潟
県
に
移
管

さ
れ
□
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
る
予
定
で

す
□ 

 

姫
川
地
区
民
有
林
直
轄
治
山
事
業
は

昭
和
四
十
八
年
の
事
業
開
始
以
来
□
半
世

紀
を
超
え
て
山
地
災
害
対
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
□
蒲
原
沢
土
石
流
災
害
か

ら
三
十
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
中
□
災

害
を
契
機
に
見
直
さ
れ
た
工
事
現
場
の

安
全
管
理
体
制
や
□
そ
の
後
整
備
さ
れ
た

安
全
対
策
は
今
日
の
安
全
管
理
の
礎
と

な
□
て
い
ま
す
□ 

今
後
も
□
こ
れ
ま
で
培
□
て
き
た
技
術

や
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
□
安
全
管
理
の

徹
底
と
治
山
対
策
の
推
進
に
努
め
□
地
域

の
安
心
・
安
全
の
確
保
と
国
土
保
全
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
□ 

□
治
山
課
□ 

山腹工の施工により緑化が図られた土石流発生源崩壊地② 

山
腹
工
の
施
工
に
よ
り
緑
化
が
図
ら
れ
た 

土
石
流
発
生
源
崩
壊
地
① 

蒲 
原 

沢  

姫 川   

山腹工の施工により緑化が図られた 

下流右岸の崩壊地 

治山施設（谷止工）の設置により安定し緑化が進んだ渓流 H7.7.11水害後の蒲原沢(H8) 
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長野営林局ニュース 第162号（昭和31年６月11日） 
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サ
サ
の
一
種
で
あ
る
ス
ズ
タ
ケ
に
つ

い
て
□
過
去
の
文
献
等
か
ら
□
長
野
県
の

中
信
や
南
信
地
域
を
中
心
に
今
年
度
の

一
斉
開
花
が
予
想
さ
れ
□
実
際
に
各
地
に

お
い
て
開
花
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
□ 

木
曽
北
部
か
ら
上
伊
那
□
諏
訪
□
塩
尻

で
は
□
一
七
八
六
年
と
一
九
〇
六
年
に
一

斉
開
花
し
た
こ
と
が
過
去
の
歴
史
資
料

か
ら
判
明
し
て
い
ま
す
□
花
を
咲
か
せ
た

サ
サ
は
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
□
広
範

囲
に
わ
た
る
枯
死
が
予
想
さ
れ
ま
す
□
天

然
更
新
を
阻
害
す
る
要
因
で
も
あ
る
サ

サ
が
□
一
斉
開
花
に
よ
□
て
枯
死
す
る
こ

と
で
□
樹
木
の
天
然
更
新
や
□
新
植
地
を

加
害
す
る
ネ
ズ
ミ
の
発
生
な
ど
が
増
加

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
□ 

一
斉
開
花
に
伴
う
こ
れ
ら
の
諸
現
象

を
調
査
す
る
た
め
□
国
立
研
究
開
発
法
人

森
林
研
究
・
整
備
機
構 

森
林
総
合
研
究

所
は
□
開
花
・
枯
死
の
実
態
把
握
に
努 

め
て
お
り
□
中
部
局
で
は
□
同
研
究
所
へ

情
報
提
供
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

             

中
部
局
の
過
去
の
広
報
誌
□
長
野
営
林

局
ニ
□
□
ス
□
昭
和
三
十
一
年
□
第
一
六

二
号
・
第
一
七
五
号
□
に
は
□
サ
サ
の
開

花
結
実
と
野
ネ
ズ
ミ
の
大
量
発
生
の
記

録
が
残
□
て
い
ま
す
□ 

 

近
年
で
は
野
ネ
ズ
ミ
の
生
息
数
が
減

少
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
□
大
規
模
な
被

害
の
発
生
は
限
定
的
と
予
想
さ
れ
ま
す

が
□
状
況
を
注
視
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
□ 

ま
た
□
長
野
県
で
は
□
県
内
の
竹
細
工 

三
箇
所
□
信
州
竹
細
工
□
が
長
野
県
知
事

指
定
伝
統
的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
お 

             

り
□
そ
の
う
ち
□
伊
那
市
の
篶
竹
細
工
で

は
□
ス
ズ
タ
ケ
を
材
料
と
し
て
い
ま
す
□ 

開
花
し
た
ス
ズ
タ
ケ
は
枯
れ
て
□
種
を
落

と
し
□
翌
年
に
芽
吹
い
た
と
し
て
も
竹
細

工
に
使
う
よ
う
な
高
さ
に
育
つ
に
は
時

間
が
か
か
り
ま
す
□ 

こ
の
た
め
□
ス
ズ
タ
ケ
の
開
花
・
枯
死

の
進
行
状
況
を
継
続
的
に
把
握
す
る
と

と
も
に
□
関
係
機
関
で
情
報
を
共
有
し
□ 

必
要
に
応
じ
て
森
林
管
理
や
野
生
動
物

対
策
を
検
討
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 

□
技
術
普
及
課
□ 

                         

百
二
十
年
ぶ
り 

ス
ズ
タ
ケ
の
一
斉
開
花 

森
の
巨
人
た
ち
百
選 

長野営林局ニュース 第175号（昭和31年10月21日） 

す
ず 

赤沢自然休養林のスズタケ(令和8年5月撮影) 

4 
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林
野
庁
で
は
□
次
世
代
に
残
す
べ
き
国

有
林
野
内
の
代
表
的
な
巨
樹
・
巨
木
を

□
森
の
巨
人
た
ち
百
選
□
と
し
て
選
定
し

て
お
り
□
中
部
局
管
内
で
は
□
次
の
十
二

本
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
□ 

 

 
              

  
 

森
の
巨
人
た
ち
百
選 

荘川のヒメコマツ 

荘川のヒノキ 

ジャンボカラマツ 

NO.48 森太郎（ブナ）※倒伏 

NO.50 弘法大師のさかさ杖 

（シナノキ） 

NO.52 ブナ平の立山スギ 

NO.49  

茂来山のこぶ太郎 

（トチノキ） 

NO.55 平湯の大ネズコ 
NO.57 荘川の

ヒメコマツ 
NO.58 荘川のヒノキ 

NO.54  

宮の大イチイ 

NO.56 天保林 

の大ヒノキ 

NO.51 ジャンボカラマツ 

NO.53 神坂大檜 

NO.59 笠木（ヒノキ） 

中部森林管理局管内 

森の巨人たち百選 

※No.48の森太郎は樹齢300年以上と推定される

ブナの巨木でしたが、残念ながら令和4年5月 

に倒伏が確認され、同年7月には 

森太郎を送る会が開催されました。 

詳細は広報誌「中部の森林」221号 

(令和4年8月)をご覧下さい。→ 
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長
野
県
佐
久
穂
町
□
東
信
署
茂
来
山
国

有
林
に
あ
る
幹
周
五
三
一
□
□
□
樹
高
二

二
□
の
ト
チ
ノ
キ
□
茂
来
山
へ
の
登
山
道

の
脇
に
□
若
木
に
囲
ま
れ
□
悠
然
と
立
□ 

て
お
り
□
幹
に
は
大
き
な
コ
ブ
が
い
く
つ 

も
付
い
て
い
ま
す
□
昭
和
三
十
年
代
は
炭

焼
き
が
盛
ん
で
□
周
囲
の
木
は
ほ
と
ん
ど

切
り
倒
さ
れ
炭
と
な
り
ま
し
た
□
そ
の
大

き
さ
故
か
□
暴
れ
木
だ
□
た
た
め
か
□
理

由
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
□
こ
の
巨

木
だ
け
が
生
き
残
□
て
い
ま
す
□ 

 

        

 

  

  

長
野
県
東
御
市
□
東
信
署
新
張
山
国
有

林
に
あ
る
幹
周
三
七
七
□
□
□
樹
高
一
七

□
の
シ
ナ
ノ
キ
□
長
野
県
と
群
馬
県
を
つ

な
ぐ
地
蔵
峠
の
途
中
に
あ
り
□
四
方
に
広

く
枝
を
張
□
て
い
ま
す
□
約
千
年
前
□
弘

法
大
師
が
諸
国
行
脚
で
峠
を
越
え
た
際
□

茶
屋
に
置
き
忘
れ
た
杖
が
根
付
い
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
□
シ
ナ
ノ
キ
の

樹
皮
は
□
古
く
か
ら
布
や
縄
な
ど
の
材
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
□□
信
濃
□
の

語
源
は
□
シ
ナ
ノ
キ
の
多
く
生
え
る
地
が

由
来
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
□ 

           

          

      

長
野
県
塩
尻
市
□
中
信
署
奈
良
井
国
有

林
に
あ
る
幹
周
四
〇
八
□
□
□
樹
高
三
四

□
の
カ
ラ
マ
ツ
□
木
曽
谷
か
ら
伊
那
谷
へ

と
繋
が
る
権
兵
衛
峠
で
長
年
行
き
交
う

旅
人
を
見
つ
め
て
き
た
大
木
で
す
□
カ
ラ

マ
ツ
は
冬
に
落
葉
す
る
針
葉
樹
で
□
春
の

芽
吹
き
や
秋
の
紅
葉
が
美
し
い
樹
種
で

す
□
信
州
カ
ラ
マ
ツ
が
有
名
で
す
が
□
ほ

と
ん
ど
が
人
工
林
で
□
天
然
の
カ
ラ
マ
ツ

は
貴
重
で
す
□ 

               

富
山
県
立
山
町
□
富
山
署
ブ
ナ
坂
国
有

林
に
あ
る
幹
周
九
四
〇
□
□
□
樹
高
二
一

□
の
ス
ギ
□
富
山
県
の
立
山
・
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
□
ト
沿
線
の
美
女
平
か
ら
ブ
ナ

坂
に
か
け
て
多
く
の
ブ
ナ
・
ス
ギ
な
ど
の

天
然
林
が
見
ら
れ
□
そ
の
中
で
最
大
の
も

の
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
□
巨
樹
の
根
元

は
サ
サ
で
覆
わ
れ
て
お
り
□
巨
樹
に
は
コ

シ
ア
ブ
ラ
□
ゴ
ン
ゼ
ツ
□
が
着
生
し
て
い

ま
す
□ 

み
は
り
や
ま 

な 

ら 

い 

No.49 茂来山のこぶ太郎 

No.50 弘法大師のさかさ杖 

茂
来
山
の
こ
ぶ
太
郎 

弘
法
大
師
の
さ
か
さ
杖 

ジ
□
ン
ボ
カ
ラ
マ
ツ 

ブ
ナ
平
の
立
山
ス
ギ 

も
ら
い
さ
ん 

 

さ 

く 

ほ 

と
う
み 

し
お
じ
り 

た
て
や
ま 

び
じ
ょ
だ
い
ら 

く
ろ
べ 

こ
う
ぼ
う 

だ
い
し 

み
き
し
ゅ
う 

ご
ん
べ
え
と
う
げ 

6 
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岐
阜
県
中
津
川
市
□
東
濃
署
湯
舟
沢

国
有
林
に
あ
る
幹
周
七
二
二
□
□
□
樹

高
二
五
□
の
ヒ
ノ
キ
□
恵
那
山
の
中

腹
□
標
高
一
□
三
〇
〇
□
の
谷
筋
に
あ

り
□
周
辺
は
木
曽
五
木
を
中
心
と
し
た

樹
齢
二
百
五
十
年
以
上
の
天
然
林
が
広

が
り
□
神
々
し
い
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
ま
す
□
巨
樹
の
根
元
は
サ
サ
に
覆
わ

れ
□
長
年
の
風
雪
に
耐
え
て
き
た
天
然

木
な
ら
で
は
の
風
格
が
あ
り
ま
す
□ 

 

                        

  

岐
阜
県
高
山
市
□
飛
騨
署
宮
国
有
林
に

あ
る
幹
周
六
九
〇
□
□
□
樹
高
二
五
□
の

イ
チ
イ
□
ヒ
ノ
キ
□
サ
ワ
ラ
□
ミ
ズ
ナ
ラ

な
ど
が
生
い
茂
る
天
然
林
の
中
に
生
育

し
て
い
ま
す
□
二
千
年
の
刻
の
重
み
を
感

じ
さ
せ
る
風
格
の
あ
る
樹
形
で
□
堂
々
と

し
た
幹
と
様
々
な
着
生
物
を
育
む
大
ら

か
さ
が
あ
り
ま
す
□ 

               

                 

        

No.53 神坂大檜 

ゆ
ぶ
ね
さ
わ 

宮
の
大
イ
チ
イ 

NO.54 

宮の大イチイ 

神
坂
大
檜 

No.52 ブナ平の立山スギ 

み 

さ 

か 

お 

お 

ひ 

な
か
つ
が
わ 

み
や 
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岐
阜
県
高
山
市
□
飛
騨
署
平
湯
国
有
林

に
あ
る
幹
周
七
六
〇
□
□
□
樹
高
二
三
□

の
ネ
ズ
コ
□
奥
飛
騨
温
泉
郷
平
湯
キ
□
ン

プ
場
か
ら
徒
歩
で
三
十
分
ほ
ど
登
□
た

と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
□
周
辺
は
天
然
林
で

ブ
ナ
□
モ
ミ
□
カ
ン
バ
な
ど
が
生
育
し
て

お
り
□
巨
樹
の
木
肌
は
赤
み
が
か
□
た
茶

色
□
所
々
に
白
い
斑
点
が
見
ら
れ
□
根
元

に
は
大
き
な
コ
ブ
が
あ
り
ま
す
□ 

 

             

                         

  
 

岐
阜
県
下
呂
市
□
赤
沼
田
国
有
林
に
あ

る
幹
周
三
五
〇
□
□
□
樹
高
三
六
□
の
ヒ

ノ
キ
□
江
戸
時
代
の
天
保
年
間
に
植
栽
さ

れ
た
人
工
林
□
樹
齢
百
六
十
年
以
上
□
約

三
□
□
の
中
に
あ
る
最
大
の
ヒ
ノ
キ
で
□

巨
樹
巨
木
の
中
で
も
人
の
手
に
よ
□
て

植
え
ら
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る

稀
有
な
存
在
で
す
□
周
辺
に
は
サ
ワ
ラ
□

ス
ギ
□
カ
ツ
ラ
□
ケ
ヤ
キ
□
サ
ク
ラ
の
大

木
も
生
い
茂
□
て
い
ま
す
□ 

     

        

   

岐
阜
県
高
山
市
□
飛
騨
署
軽
岡
国
有
林

に
あ
る
幹
周
六
二
五
□
□
□
樹
高
二
十
□

の
ヒ
メ
コ
マ
ツ
と
□
幹
周
七
六
七
□
□
□

樹
高
二
四
□
の
ヒ
ノ
キ
□
こ
の
二
本
の
間

の
距
離
は
わ
ず
か
四
〇
□
ほ
ど
で
す
□
周

辺
は
ヒ
ノ
キ
□
ネ
ズ
コ
□
ヒ
メ
コ
マ
ツ
□

ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
大
径
木
が
混
生
し
□
ヒ

メ
コ
マ
ツ
の
巨
樹
の
根
元
は
サ
サ
や
低

木
で
覆
わ
れ
□
大
ヒ
ノ
キ
の
根
は
地
表
か

ら
む
き
出
し
と
な
り
大
き
く
根
上
が
り

し
て
い
ま
す
□ 

No.55 平湯の大ネズコ 

か
る
お
か 

あ
か
ん
た 

大ネズコの根元の大きなコブ 

天
保
林
の
大
ヒ
ノ
キ 

荘
川
の
ヒ
メ
コ
マ
ツ 

荘
川
の
大
ヒ
ノ
キ 

平
湯
の
大
ネ
ズ
コ 

No.56 天保林の大ヒノキ 

ひ
ら
ゆ 

て
ん
ぽ
り
ん 

し
ょ
う
か
わ 

8 
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岐
阜
県
恵
那
市
□
東
濃
署
上
村
恵
那
国

有
林
に
あ
る
幹
周
七
五
四
□
□
□
樹
高
二

六
□
の
ヒ
ノ
キ
□
上
矢
作
町
の
尾
根
に
生

育
し
て
お
り
□
周
辺
は
尾
根
筋
に
天
然
林

が
広
が
□
て
い
ま
す
□
戦
国
時
代
□
恵
那

の
笠
置
地
方
の
監
視
が
で
き
た
た
め
□
こ

の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
□
た
と

云
わ
れ
て
い
ま
す
□
巨
樹
は
太
い
枝
が
張

り
だ
し
□
笠
の
よ
う
な
樹
形
を
し
て
お
り

根
元
に
大
き
な
コ
ブ
が
あ
り
ま
す
□ 

 

           

 

森
林
散
策
は
自
己
責
任
が
原
則
と
な

り
ま
す
□
森
の
巨
人
た
ち
に
会
い
に
行
く

と
き
は
□
交
通
状
況
□
注
一
□
や
熊
の
目

撃
情
報
等
□
注
二
□□
天
候
□
登
山
情
報

を
確
認
し
□
十
分
な
装
備
を
整
え
安
全
に

配
慮
し
て
入
林
し
ま
し
□
う
□ 

□
注
一
□
専
用
林
道
を
一
般
車
両
が
通
行

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
□
ま
た
□
現
地

ま
で
の
道
が
車
両
通
行
止
め
等
の
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
□
事
前
に
交
通
状
況
を

調
べ
て
入
林
し
ま
し
□
う
□
林
道
及
び
林

内
を
歩
行
す
る
際
は
□
落
枝
や
落
石
に
注

意
し
ま
し
□
う
□ 

            

□
注
二
□
入
林
前
に
は
熊
の
目
撃
情
報
や

熊
に
出
会
わ
な
い
対
策
を
調
べ
る
よ
う

に
し
ま
し
□
う
□
環
境
省
や
管
内
各
県
等

の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
に
関
す
る
ペ
□
ジ
は

下
記
コ
□
ド
か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
□ 

□
技
術
普
及
課
□ 

                   

     

か
み
む
ら 

え 

な 

か
み
や
は
ぎ 

愛知県 岐阜県 長野県 富山県 環境省

中部森林管理局HP 

巨樹・巨木 位置図等 

はこちらから 

 

笠
木 

か 

さ 

ぎ 

No.59 笠木 



※詳細は、ＱＲコードを
読み込んでください。

設
定
目
的

当
該
保
護
林
は
、
典
型
的
な
高
層
湿
原
が
所
在
し
、
岐
阜
県
で
は
こ
こ
で
の
み

生
育
す
る
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
、
ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ヤ
チ
ス
ゲ
等
が
分
布
す
る
こ
と

か
ら
、
貴
重
な
植
物
と
周
辺
の
天
然
林
の
保
護
・
管
理
を
し
て
い
ま
す
。

地
況
・
林
況

岐
阜
県
北
部
、
飛
騨
山
地
の
荘
白
川
山
地
に
細
分
さ
れ
る
多
雪
（
湿
雪
）
地
帯

の
標
高
約
一
、
四
〇
〇
㍍
に
位
置
し
、
大
起
伏
や
小
起
伏
山
地
に
囲
ま
れ
た
高
原

状
の
山
麓
地
に
、
枯
れ
た
植
物
が
十
分
に
分
解
さ
れ
ず
堆
積
し
て
泥
炭
土
と
な
り

湿
原
（
天
生
湿
原
）
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

所在地
岐阜県飛騨市

国有林野には、世界自然遺産を始めとする原生的な森林生態系を有する森林や、希少な野生生物の生育・
生息の場となっている森林が多く残されています。
国有林野事業では、1915年（大正４年）以降、こうした貴重な森林を「保護林」として設定し、森林や

野生生物等の状況変化に関する定期的なモニタリング調査を実施して、森林の厳格な保護・管理を行って
います。

お問い合わせ先：計画保全部計画課 ダイヤルイン：026-236-2612
※詳細は、コードを
読み込んでください。

ଠ
ে
ൌ
૘
଻
৬
ණ
৳
૧
௔

ँ
ु
अ

10

ﾎﾛﾑｲｿｳ

で
い
た
ん
ど

し
ょ
う
し
ら
か
わ
さ
ん
ち

あ
も
う
し
つ
げ
ん
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□
東
信
森
林
管
理
署 

佐
久
森
林
事
務
所
□ 

 

森
林
官 
岩
本 

真
由
子 

 

本
事
務
所
は
長
野
県
東
部
に
位
置
す
る
□

佐
久
穂
町
内
の
国
有
林
を
管
轄
し
て
い
ま

す
□ 管

内
は
□
カ
ラ
マ
ツ
を
中
心
と
し
た
人

工
林
が
多
く
□
地
域
の
水
源
等
の
役
割
を

果
た
し
て
い
ま
す
□
そ
の
ほ
か
管
内
西
部

に
は
□
澄
ん
だ
湖
面
と
山
岳
の
風
景
が
美

し
い
双
子
池
が
あ
り
□
東
の
茂
来
山
に
は
□

森
の
巨
人
た
ち
百
選
に
選
ば
れ
た
ト
チ
ノ

キ
の
□
こ
ぶ
太
郎
□
が
□
一
目
で
そ
れ
と
分

か
る
威
厳
を
も
□
て
立
□
て
お
り
□
地
域

住
民
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
□ 

管
内
の
標
高
は
一
□
〇
〇
〇
□
を
超
え

る
と
こ
ろ
が
多
く
□
夏
は
涼
し
く
冬
は
厳

し
い
寒
さ
が
続
き
ま
す
□
毎
日
の
現
場
は

も
ち
ろ
ん
屋
外
で
す
の
で
□
夏
は
気
温
以

上
の
暑
さ
を
□
冬
は
耳
が
凍
る
ほ
ど
の
寒

さ
を
感
じ
ま
す
□
自
然
が
厳
し
い
分
□
丁
寧

な
準
備
の
も
と
で
毎
日
の
現
場
に
向
き
合

□
て
い
ま
す
□ 

勤
務
日
の
朝
は
□
準
備
を
整
え
た
ら
□
車

で
そ
の
日
の
現
場
近
く
ま
で
向
か
い
ま
す
□

林
道
沿
い
の
現
場
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
□
現
地
ま
で
は
足
元
に

気
を
付
け
□
危
険
を
見
逃
さ
な

い
よ
う
に
登
□
て
い
き
ま
す
□

道
中
は
鳥
の
声
が
響
き
□
開
け

た
と
こ
ろ
で
は
山
裾
に
広
が
る

佐
久
穂
町
の
街
並
み
や
田
畑
が

見
渡
せ
ま
す
□
見
慣
れ
た
景
色

で
は
あ
る
の
で
す
が
□
自
分
は

今
と
て
も
美
し
い
と
こ
ろ
で
仕

事
を
し
て
い
る
の
だ
な
と
□
日
々
し
み
じ

み
と
感
動
し
て
い
ま
す
□ 

現
場
で
は
□
管
轄
す
る
国
有
林
に
関
す

る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
仕
事
を
し
ま
す
□
例
え

ば
本
事
務
所
で
は
現
在
□
主
に
カ
ラ
マ
ツ

を
伐
採
し
て
木
材
を
生
産
し
□
多
様
な
森

林
へ
誘
導
す
る
た
め
の
事
業
を
行
□
て
い

ま
す
□
そ
れ
ら
が
安
全
か
つ
滞
り
な
く
完

了
す
る
よ
う
□
見
守
り
指
導
す
る
監
督
業

務
も
□
大
切
な
仕
事
の
一
つ
で
す
□ 

伐
採
終
了
後
は
少
し
寂
し
い
景
色
と
な

り
ま
す
が
□
そ
の
後
苗
木
が
育
ち
世
代
交

代
し
て
い
く
様
子
を
見
る
と
□
と
て
も
長

い
ス
パ
ン
の
仕
事
に
携
わ
□
て
い
る
誇
り

を
感
じ
ま
す
□ 

他
に
も
□
林
道
の
点
検
や
□
貸
付
し
た
土

地
の
確
認
な
ど
様
々
な
業
務
を
通
じ
て
□

国
有
林
の
適
切
な
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
□ 

ち
な
み
に
□
現
場
で
の
お
弁
当
は
大
き

な
楽
し
み
の
一
つ
で
す
□
体
を
動
か
し
て

お
腹
が
空
い
て
い
る
状
態
な
の
で
□
外
で

食
べ
る
と
□
一
層
お
い
し
く
感
じ
ま
す
□ 

帰
り
道
も
気
を
引
き
締
め
て
下
山
し
□

事
務
所
ま
で
帰
□
て
く
る
と
ホ
□
と
し
ま

す
□
事
務
所
で
は
書
類
仕
事
や
道
具
の
手

入
れ
を
済
ま
せ
て
□
家
に
帰
り
ま
す
□ 

□
未
来
の
担
い
手
へ
の
メ
□
セ
□
ジ
□ 

□
林
学
に
触
れ
た
こ
と
も
な
け
れ
ば
□
体

力
も
無
い
□
森
林
づ
く
り
に
関
わ
る
仕
事

な
ん
て
自
分
に
出
来
る
の
か
な
□□
そ
う
思

□
て
い
る
方
も
い
ら
□
し
□
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
□
で
も
□
実
際
に
は
い
ろ
ん
な
職
員

が
い
ま
す
□
私
自
身
□
文
系
の
運
動
オ
ン
チ

で
す
か
ら
□
大
丈
夫
で
す
□
仕
事
に
励
む
中

で
□
必
要
な
知
識
や
体
力
は
だ
ん
だ
ん
身

に
つ
い
て
き
ま
す
□ 

□
森
林
官
□
と
い
う
素
敵
な
響
き
に
ワ

ク
ワ
ク
す
る
方
は
□
イ
ン
タ
□
ン
の
機
会

な
ど
も
あ
り
ま
す
か
ら
□
ぜ
ひ
一
歩
踏
み

出
し
て
み
て
く
だ
さ
い
□ 

 
 

□ 
 
 

□ 
 
 

□ 

□ 
 

□ 

□
わ
□
□ 

日本一海から遠い地点に到達した筆者 

11 

提供：茂来山コブ太郎保護協議会 

□ 
 

□ 
 
 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 



第 260 号           〈シリーズ「私の森語り」〉         令和 8 年 7 月 
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□
里
山
再
生
□
地
域
の
力
で
次
世
代
へ
□ 

     

■
自
己
紹
介 

 

令
和
二
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ん

た
ろ
う
俱
楽
部
□
以
下
□
き
ん
た
ろ
う

倶
楽
部
□
と
い
う
□□
の
事
務
局
を
務
め

て
い
ま
す
□
会
社
員
時
代
に
は
□
毎
年
□

立
山
・
薬
師
岳
・
白
山
等
に
登
山
し
た

ほ
か
□
野
山
の
植
物
や
生
き
物
を
紹
介

す
る
富
山
県
自
然
解
説
員
と
し
て
活

動
を
行
□
て
い
ま
し
た
□
そ
の
後
□
渓

流
釣
り
が
高
じ
て
□
イ
ワ
ナ
の
え
さ
に

な
る
河
川
水
生
昆
虫
に
つ
い
て
研
究

し
た
い
と
思
い
□
親
の
介
護
と
い
う
事

情
も
重
な
り
□
勤
務
し
て
い
た
一
般
企

業
を
定
年
前
に
退
職
し
□
富
山
大
学
理

学
部
大
学
院
に
入
学
し
□
二
年
間
の
研

究
生
活
を
送
り
ま
し
た
□
卒
業
後
は
ご

縁
が
あ
□
て
里
山
整
備
を
主
と
す
る

き
ん
た
ろ
う
倶
楽
部
に
関
わ
る
こ
と

と
な
り
□
現
在
に
至
□
て
い
ま
す
□ 

■
活
動
内
容 

き
ん
た
ろ
う
俱
楽
部
は
□
富
山
県
内

の
里
山
再
生
活
動
と
し
て
□
富
山
市
と

□
富
山
市
市
民
参
加
の
森
づ
く
り
促

進
事
業
の
実
施
に
関
す
る
協
定
□
を
締

結
し
□
富
山
市
を
中
心
に
一
七
地
区
の

森
林
整
備
を
実
施
し
て
お
り
□
活
動
エ

リ
ア
は
約
一
一
□
で
す
□
ま
た
□
四
月

に
は
広
く
市
民
に
呼
び
か
け
て
□
竹
林

伐
採
ボ
ラ
ン
テ
□
ア
事
業
と
し
て
□
約

二
□
の
面
積
を
一
五
〇
名
規
模
で
実

施
し
ま
し
た
□
こ
の
活
動
は
竹
林
に
よ

る
侵
食
が
拡
大
し
て
き
た
平
成
十
九

年
頃
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る
事
業
で

す
□
竹
林
を
皆
伐
し
た
後
は
□
ほ
ぼ
十

年
で
約
二
□
〇
〇
〇
本
の
落
葉
広
葉
樹

類
を
植
樹
し
□
現
在
で
は
元
の
森
に
近

い
状
態
に
再
生
さ
れ
て
き
ま
し
た
□ 

ま
た
□
平
成
二
十
二
年
か
ら
続
け
て

い
る
□
国
民
参
加
の
森
林
づ
く
り
□
で

は
□
こ
れ
ま
で
の
協
定
地
域
に
加
え
て
□

令
和
四
年
度
よ
り
新
た
に
北
ア
ル
プ

ス
の
立
山
弥
陀
□
原
・
天
狗
平
で
の

□
立
山
天
空
の
森
整
備
□
活
動
の
協
定

を
富
山
森
林
管
理
署
と
締
結
し
□
緑
化

復
元
事
業
で
繁
茂
し
た
ミ
ヤ
マ
ハ
ン

ノ
キ
等
の
除
伐
を
行
□
て
い
ま
す
□ 

         

 (

恐
ら
く
全
国
の
協
定
箇
所
の
中
で
は

最
も
標
高
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
□□ 

地
域
連
携
と
し
て
は
□
学
生
と
の
竹

林
整
備
体
験
を
実
施
し
て
い
ま
す
□
特

に
子
ど
も
た
ち
は
ノ
コ
ギ
リ
で
竹
を

切
る
経
験
が
ほ
ぼ
な
く
□
竹
が
倒
れ
る

と
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
す
□
日
常

的
に
竹
林
整
備
を
し
て
い
る
私
ど
も

と
し
て
は
非
常
に
新
鮮
な
光
景
で
す
□

ま
た
□
企
業
の
森
づ
く
り
に
関
し
て
は
□

機
材
や
専
門
人
員
の
支
援
□
里
山
の
自

然
解
説
等
を
実
施
し
て
い
る
ほ
か
□
当

倶
楽
部
が
主
な
活
動
エ
リ
ア
と
し
て

い
る
呉
羽
丘
陵
遊
歩
道
の
樹
木
調
査
□

竹
林
の
黄
変
に
つ
い
て
の
プ
ロ
□
ト

調
査
等
を
実
施
す
る
と
と
も
に
□
呉
羽

丘
陵
の
ウ
□
□
キ
ン
グ
に
も
活
用
で

き
る
よ
う
季
節
の
花
々
や
特
徴
な
ど

を
紹
介
し
た
冊
子
□
下
段
参
照
□
も
発

行
し
て
い
ま
す
□ 

■
メ
□
セ
□
ジ 

竹
林
も
手
入
れ
が
な
さ
れ
ず
放
置

さ
れ
れ
ば
□
野
生
動
物
の
す
み
か
に
な

□
た
り
□
広
葉
樹
を
枯
ら
し
て
土
砂
崩

れ
の
原
因
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま

す
□
今
後
も
多
く
の
方
に
里
山
整
備
へ

の
ご
協
力
を
呼
び
か
け
□
竹
の
利
活
用

も
も
□
と
進
め
た
い
と
思
□
て
い
ま

す
□ モ

ウ
ソ
ウ
チ
ク
は
タ
ケ
ノ
コ
や
水

煮
□
メ
ン
マ
の
原
料
だ
け
で
な
く
□
ア

□
ト
・
工
芸
品
な
ど
に
利
用
で
き
る
ほ

か
□
竹
チ
□
プ
は
□
防
草
や
竹
柵
へ
利

用
で
き
ま
す
□
ま
た
□
竹
が
腐
れ
ば
カ

ブ
ト
ム
シ
が
産
卵
し
て
新
た
な
生
命

が
誕
生
す
る
手
助
け
と
な
る
な
ど
□
用

途
は
無
限
に
あ
り
ま
す
□
ぜ
ひ
里
山
に

遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
□ 

■
連
絡
先 

富
山
市
西
金
屋
六
七
一
八
番
地 

 

富
山
市
く
れ
は
山
荘 

〇
七
六-

四
三
四-

一
三
一
六 

info@kintaroclub.net  

 

NPO 法人 

きんたろう倶楽部 

事務局長 鈴木 茂信 

標高1,650m 立山天空の森整備 

□ 

れ 

□ 

□
□
□
□
□
□ 

 

□ 

□ 
 

□ 

 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

 

□ 



第 260 号             ＜第３回中部の森林フォトコンテスト＞            令和 8年 7 月 

 第３回中部の森林フォトコンテストでは、「森と人～未来へつなぐ山での営み～」を

テーマに森や木と人との関わりをとらえた作品を募集します。 

 山を守り、山で働く人の姿、山で学ぶ、山に親しむ姿、木や林産物を活かす人の姿、 

など様々な視点が考えられます。 
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森
の
巨
人
た
ち
百
選 

第３回 中部の森林 フォトコンテストの 
募集がスタートしました！ 



第 260 号             ＜第３回中部の森林フォトコンテスト＞            令和 8年 7 月 

多くの皆さまからのご応募をお待ちしております。 

 

応募は簡単♪ 
コードを読み取りホームページへＧｏ！     

応募用紙 

 

応募用紙には、 

応募点数を記載する

選択式セルとそれ以

外の手入力セルがあ

りますので色付きセ

ルは入力もれがない

ようお願いします。 

 

「メール作成画面はこちら」を利用

して文字化けが発生する場合には、

「こちらから」をクリックしメール

作成画面へ進んでください。 

 

＜送信前のチェック事項＞ 

●応募用紙は記載しましたか？応募が 

複数の場合は１枚ずつ作成して下さい。 

●写真サイズは１０MB未満ですか？ 

●メール本文へ氏名・電話番号を記載 

しましたか？ 

●応募完了のメールを受信できるよう

「migoro@maff.go.jp」の登録を！ 

●電話問合せの際に着信拒否とならない

よう「050-3160-6513」の確認を！ 

問題なければ送信ボタンをクリック、 

応募完了です♪ 

 

写真は、富山・長野・

岐阜・愛知の４県で 

令和６年１月以降に 

撮影された未発表の 

ものに限定します。 

14 



天然ヒノキの直径を図る学生 

地域の歴史について説明を受ける参加者 

水
無
湿
原
の
保
全
□
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
賀
飛

翔
の
会
と
の
協
働
活
動
□ 

□
富
山
森
林
管
理
署
□ 

六
月
七
日
□
南
砺
市
利
賀
村
水
無
国
有

林
に
お
い
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
利
賀
飛
翔
の
会

に
よ
る
水
無
湿
原
保
全
の
た
め
の
ワ
イ
ヤ

□
メ
□
シ
□
敷
設
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
□ 

イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
ミ
ズ
バ
シ
□
ウ
の
踏

み
荒
ら
し
・
掘
り
起
こ
し
対
策
と
し
て
平

成
三
十
年
か
ら
継
続
さ
れ
て
お
り
□
敷
設

箇
所
で
は
被
害
が
見
ら
れ
ず
一
定
の
効
果

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
□
今
年
で
敷
設

作
業
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
□
今
後
は
笹

の
刈
払
い
や
水
路
確
保
等
を
中
心
に
保
全

活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
□ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        

        

森
林
文
化
ア
カ
デ
ミ
□
の
国
有
林
実
習 

□
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
□
／ 

岐
阜
森
林
管
理
署
□ 

六
月
十
九
日
□
岐
阜
県
立
森
林
文
化
ア

カ
デ
ミ
□
の
学
生
二
十
二
名
が
□
岐
阜
署

管
内
の
国
有
林
で
現
地
実
習
を
行
い
ま
し

た
□ 長

伐
期
施
業
林
や
間
伐
展
示
林
の
見
学

で
は
□
間
伐
の
必
要
性
や
今
後
の
施
業
方

法
に
つ
い
て
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
□

ま
た
□
民
有
林
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い

中
間
温
帯
の
天
然
林
の
見
学
で
は
□
そ
び

え
立
つ
天
然
木
の
大
き
さ
に
驚
き
の
声
が

あ
が
り
ま
し
た
□ 

今
後
も
学
校
等
か
ら
の
要
請
に
応
じ
て
□

国
有
林
の
案
内
や
情
報
提
供
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
□ 

地
域
の
方
々
と
学
習
会 

□
歴
史
と
文
化
の
継
承
□ 

□
東
濃
森
林
管
理
署
□ 

六
月
二
十
五
日
と
三
十
日
□
地
域
の
皆

さ
ま
と
□
裏
木
曽
地
域
の
森
林
・
林
業
の
学

習
会
を
行
い
ま
し
た
□
令
和
七
年
六
月
に

行
わ
れ
た
式
年
遷
宮
に
係
る
□
裏
木
曽
御

用
材
伐
採
式
□
以
降
□
森
林
・
林
業
へ
の
関

心
も
増
し
て
い
る
こ
と
か
ら
□
第
一
回
は

地
域
の
歴
史
と
木
材
搬
出
技
術
□
第
二
回

は
伊
勢
神
宮
と
の
関
わ
り
と
地
域
が
担
□

て
き
た
役
割
な
ど
を
テ
□
マ
と
し
□
延
べ

五
十
名
を
超
え
る
方
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
□

年
齢
層
も
幅
広
く
□
地
域
の
皆
さ
ん
の
裏

木
曽
の
森
林
へ
の
熱
意
を
感
じ
ま
し
た
□ 

          

  

           

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

メールマガジンへ登録いただくと、広報「中部の森林」

の発行日に URL を配信します。 

（奇数月の発行を予定） 

メールマガジンの登録サイト 

https://mailmag.maff.go.jp/m/entry において 

配信を希望するメールマガジンの中から 

中部森林管理局広報「中部の森林」を選択して下さい。 

広報 「中部の森林」 260 号 

発行：林野庁中部森林管理局 

編集：総務企画部 総務課 広報 

 

〒380-5875 長野県長野市栗田715-5 

電話：０２６－２３６－２５３１ 

https://www.rinya.maff.go.jp/chubu 

各
地
か
ら
の
便
り 

各地からの便りは、ホームページへ詳細を 

掲載しておりますのでどうぞご覧ください。 
各地からの便り 

ワイヤーメッシュ敷設作業の様子 

な 

ん 
と 

 
 

と 
 

が 
 
 

み
ず
な
し 

 
 


